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ヒンドゥ教の新年であるディワリ（昨年は 10 月 26 日）に比べると、インドにおいて西暦の 1
月 1日はほとんど何の重要性もないようで、淡々と年があけました。それでも、2011 年がどのよ
うな年であったか、2011 年にヒットした映画や歌謡曲（インドの場合は映画挿入曲と呼ぶべきか

























                                                
1 以下、本レポートの事実関係は、とくに断りがないかぎり、インドの英文有力紙 The Times of India、
The Hindu および The Economic Times に依拠しています。 
 http://www.ide.go.jp 




観点からですが）2011 年 7 月 29 日に同県におけるすべての採掘を（違法適法を問わず）停止す
る命令を出したのです。翌日には、違法採掘に対して有効な措置を取らず、また親族がこの違法
採掘にかかわっている会社から献金を受けていると指摘されたカルナタカ州インド人民党(BJP)
政権首相の B.S. Yaddyurappa が辞任に追い込まれ、さらに、Bellary 県における違法採掘に深く
かかわっていたカルナタカ州の前観光・インフラ大臣 G.J. Reddy が 9 月 5 日に逮捕されるという



















実際、鉱工業生産指数を参照すると、鉱業については、前年同月比で 2011 年 8 月から明らかに
減少に転じ、10 月には鉄鉱石でおよそ 35%、鉱業全体で 7.9%、産出量が減少しています4。製造業
も 10 月には前年同月比で 10.0%の減少を記録し、鉱工業全体でも 10 月は前年同月比で 7.9％の減
少となっています。インドでは、鉱業は鉱工業生産指数のなかでおよそ 14%のウェイトを与えら
れており、GDP でもおよそ 2.5%を占めているので、マクロ経済への影響もまた小さくありません。
                                                
2 R. Sharma (2011) ‘Mines of Scams’ Frontline 28 (20), pp.34-37. 
3 V. A. Sayeed (2011) ‘Sandur in September: Bellary after the ban’ Frontline 28 (21), pp. 40-44. 
4 統計値は、Central Statistics Office, Ministry of Statistics and Programme Implementation, 
Government of India (http://mospi.nic.in/Mospi_New/site/home.aspx)より。 
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5 前掲注 2, 注 3 の文献参照。 
6 EPW Editorials (2011) ‘Mining Illegality’, Economic & Political Weekly 46 (41) p.8. 
7 Firoz, A.S. (2008) ‘Mineral Policy Issues in the Context of Export and Domestic Use of Iron 
Ore in India’ ICRIER Working Paper No.207. 
 http://www.ide.go.jp 
























                                                
8 なお、鉱業省傘下の Indian Bureau of Mines は、2011 年 8 月に, 鉄鉱石（および石炭）の採掘にか
んする短期的および長期的な政策措置ないし方向を示唆した‘Iron and Steel Vision 2020’という
ペーパーを公表しています。 
